
現在の創薬では、疾患に関わる多数の生体分子やその反応を「機能を生み出す一つのシステム」として理解し、それに

基づく標的の同定や医薬品候補化合物の設計が求められている。そのために、異なった実験手法や対象からの多様な

データを統合し、生命システム全体をネットワークとして捉える計算システム生物学的アプローチについて、基礎的な方

法論と具体的なプロジェクトへの応用の両面から概説する。

http://www.eccse.kobe-u.ac.jp/distance_learning/life_science3/
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